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CubeSuite+ CX コンパイラ V1.30 

リリースノート 
 

この度は，統合開発環境 CubeSuite+をご使用いただきまして，誠にありがとうございます。 

この添付資料では，本製品をお使いいただく上での制限事項および注意事項等を記載しております。ご使

用の前に，必ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 
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第1章  対象デバイスについて 

CX がサポートする対象デバイスに関しては，WEB サイトに掲載しています。 

こちらをご覧ください。 

CubeSuite+製品ページ： 

http://japan.renesas.com/cubesuite+ 

 

http://japan.renesas.com/cubesuite�
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第2章  ユーザーズ･マニュアルについて 

本製品に対応したユーザーズ･マニュアルは，次のようになります。本文書と合わせてお読みください。 

 

マニュアル名 資料番号 

CubeSuite+ V1.03.00 コーディング編（CX コンパイラ） R20UT2139JJ0100 

CubeSuite+ V1.03.00 ビルド編（CX コンパイラ） R20UT2142JJ0100 

CubeSuite+ V1.03.00 メッセージ編 R20UT2147JJ0100 
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第3章  アンインストール時の選択キーワード 

本製品をアンインストールする場合は，2 つの方法があります。 

・統合アンインストーラを使用する(CubeSuite+自体をアンインストールする) 

・個別にアンインストールする(本製品のみをアンインストールする) 

 

個別にアンインストールを行なう場合，コントロールパネルの 

・「プログラムの追加と削除」(WindowsXP の場合) 

・「プログラムと機能」(Windows Vista, Windows 7 の場合) 

から，「CubeSuite+ CX V1.30」を選択してください。 
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第4章  変更点 

本章では，CX コンパイラの変更点について説明します。 

 
4.1 CXの変更点 

CX V1.21 から V1.30 への変更点を説明します。 

 

4.1.1 最適化強化／出力コードの変更 

主にコードサイズ優先・実行速度優先の最適化最適化を強化しました。主な内容は以下の通りです。 

- switch 文の出力コードの改善 

- volatile 変数アクセス付近のスケジューリングの改善 

- asm 文／組み込み関数呼び出し付近のレジスタの退避/復帰の改善 

- 冗長な無条件分岐（無条件分岐の連続）の削除 

- ローカル変数の初期化の改善 

- 関数のインライン展開の条件の改善 

- 除数が 2 のべき乗の除算剰余算の出力コードの改善 
 

 

4.1.2 CRC演算機能の対応 
CRC 演算機能に対応するため，以下の 2 つのオプションを追加しました。 

 

・-Xcrc 

本オプションは，CubeSuite+ の以下のプロパティに相当します。 

- ［ヘキサ出力オプション］タブの［CRC 演算］カテゴリの［CRC 演算を行う］，［CRC 結果出力ア

ドレス］，［CRC 演算の範囲］ 

 

・-Xcrc_method 

本オプションは，CubeSuite+ の以下のプロパティに相当します。 

- ［ヘキサ出力オプション］タブの［CRC 演算］カテゴリの［CRC 演算方法］，［CRC 演算の初期値］ 

 

オプション詳細につきましては「CubeSuite+ V1.03.00 ビルド編（CX コンパイラ）」をご参照下さい。 

 

 

4.1.3 オプション・バイトの対応 
オプション・バイト機能を持つマイコンに対応しました。 

CubeSuite+の[リンク・オプション]タブ=>[その他]カテゴリ=>[ユーザ・オプション・バイトを設定する]

プロパティをデフォルトの[はい(デバイスの初期値を使用)(なし)]に指定している場合は，デバイス・ファ

イルに登録された初期値を使用します。 
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アセンブラ・ソース中で以下のように記述することにより任意に設定することが可能です。その際，

CubeSuite+の[ユーザ・オプション・バイトを設定する]プロパティをデフォルトの[はい(デバイスの初期

値を使用)(なし)]から[いいえ(-Xoption_byte=none)]へ変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.4 -Xopt_option=-Ogc オプションの追加 
-Xopt_option=-Ogc オプションを追加しました。最適化レベルがデフォルトの場合に、スタック・サイズ

の増加を抑止出来る可能性があります。 

 

本オプションは，CubeSuite+ の以下のプロパティで直接指定して下さい。 

- ［共通オプション］タブの［その他］カテゴリの［その他の追加オプション］ 

 

 

4.1.5 制限事項の解除 
以下 1件の制限事項を解除しました。 

 

 

 

No. 12 不正なアドレスに分岐するコードを出力する制限 

【内  容】 下記 1.～3.の条件を全て満たす場合に，2.の分岐命令によって不正なアドレスに分岐します。

 
【 条 件 】 

1.  ターゲットデバイスが V850E2M コアを搭載している。 
2.  C ソースファイルのコンパイルにより出力されたアセンブリ命令列， 

あるいはアセンブリソースファイルの命令列に，以下のいずれかの分岐命令が含まれる。

- jarl 
- jarl22 
- jcond 

- jr 
- jr22 

3.  2.の分岐命令による分岐距離が V1.2x の場合 64M バイト，V1.0x と V1.1x の場合は

128M バイトを超える。 
 

.CSEG OPT_BYTE 

.DB 0x11 

.DB 0x22 

.DB 0x33 

.DB 0x44 

.DB 0x55 

.DB 0x66 
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第5章  注意事項 

本章では，CX V1.30 の注意事項について説明します。 

 

5.1 割り込み関数におけるr1レジスタの取り扱い 
アセンブラでは，r1 レジスタを命令展開を行う際のテンポラリ・レジスタとして使用します。そのため，

アセンブラ・ソース・ファイルに r1 レジスタの記述がなくても，命令展開により r1 レジスタが使用されてい

る可能性があります。 

アセンブラでの割り込み関数を記述する場合には，r1 レジスタの退避／復帰を行ってください。 

 

 

5.2 デバッグ情報 
アセンブラ・ソース・ファイルで.binclude 擬似命令で指定したファイル内のコード，.macro 擬似命令

で定義されたマクロ内のコードに対してはデバッグ情報が出力されません。 

 

 

5.3 構造体パッキングしたビット・フィールドへのアクセス 
構造体パッキングしたビット・フィールドへのアクセスにおいて，ビット・フィールドへのアクセスで

はビット・フィールドの幅がメンバの型以下の場合，メンバの型で読み込むため，オブジェクトの外部（デー

タのない領域）もアクセスします。通常，正常に実行されますが，外部拡張したメモリや外付けの I/O 等が

マッピングされていると，不正アクセスとなる場合があります。 

【 例 】メンバの型が 4 バイト，ビット・フィールドの幅が 3 バイトの場合 

struct S { 

int  x:21; 

} sobj;     /* 3 バイト */ 

sobj.x = 1 

sobj として確保した領域外である上位 1 バイトに対して，意図しないアクセスを行います。 
 

 

5.4 static 関数のfar jump 呼び出し指定 
far jump 呼び出し関数一覧ファイルで static 関数を指定する場合には，関数名の後にピリオド（.）と数

字を付加して指定してください。 

CX はコンパイル時に，static 関数に対して関数名の後ろにピリオドと数字を付加したラベル名に変換し

ます。このため，far jump 呼び出し関数一覧ファイルで static 関数を指定する場合にも，関数名の後にピリ

オドと数字を付加して指定する必要があります。このラベル名は一度アセンブラ・ソース・ファイルを出力

して確認してください。 
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【 例 】static 修飾した関数 ”func” を far jump 呼び出しにする場合 

1.  アセンブラ・ソース・ファイル上で関数 ”func” の呼び出し部分を検索し，変換されたラベ

ル名を確認します。 

jarl _func.0, lp     ←ピリオドと数字を付加したラベル名に変換されています 

2.  far jump 呼び出し関数一覧ファイルに，1.で確認したラベル名を記述します。 

[func.fjp] 

 

 

3.  -Xfar_jumpオプションにより2.で作成した far jump呼び出し関数一覧ファイルを指定します。 

>cx.exe –Cf3507 -Xfar_jump=func.fjp main.c 

4.  関数 ”func” の呼び出しが jarl32，あるいは jr32 命令を使用したコードに変更されています。 

jarl32 _func.0, lp 

 

 

5.5 変数定義がアセンブラ・ソース・ファイルにあるシンボル情報ファイル 
変数定義がアセンブラ・ソース・ファイルにあり，その変数を C ソース上から参照しているアプリケー

ションにおいて，シンボル情報ファイルをシンボル・ファイル・ジェネレータで生成していた場合，エラー

となります。アセンブラ・ソース・ファイル中にある変数は，シンボル情報ファイルから削除して下さい。 

 

 

5.6 #pragma 指令を使用したインライン・アセンブラ 
#pragma 指令を使用したインライン・アセンブラ内では.macro，.rept，.irp 擬似命令は使用出来ませ

ん。使用した場合，コンパイルエラーとなります。 

 

 

5.7 -Xdelete_func オプション 
本オプションを指定した場合には未使用関数を削除することができますが，アセンブラソースからのみ

呼び出される関数も未使用関数として削除します。 

 

 

5.8 自動サブルーチン化によるデバッグへの影響 
自動サブルーチン化を適用した場合，以下のようにデバッグに影響を与える可能性があります。 

- 自動サブルーチン化されたコード近辺にブレイク・ポイントを設定できない 

- 自動サブルーチン化されたコード近辺のステップ実行ができない，または行がずれて表示される 

- 自動サブルーチン化されたコードを含む関数内で，サブルーチン化された箇所以降で変数を参照した

場合に正しい結果が得られない 
 

_func.0 
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第6章  制限事項 

本章では，CX の制限事項について説明します。 

 

6.1 CXの制限事項一覧 
CX V1.30 における制限事項一覧を以下に示します。 

 

 

6.2 CXの制限事項詳細 
CX V1.30 における制限事項の詳細は以下のとおりです。 

 

 

 
 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

No. 制限事項 

1 -Xno_romize オプションと-Xtwo_pass_link オプションを同時指定するとエラーになる制限

2 非 ASCII 文字を含む入力ファイル名の制限 

No. 1 -Xno_romize オプションと-Xtwo_pass_link オプションを同時指定するとエラーになる制限 

【内  容】 -Xno_romize オプションと-Xtwo_pass_link オプションを同時に指定した場合に，出力ロード・

モジュール・ファイルと同名のファイルが既に存在すると，F0562003 エラーとなります。 

F0562003:"file" は，ELF 形式のオブジェクト・ファイルではありません。 

【回避策】 実行前に出力ロード・モジュール・ファイルと同名のファイルを削除してください。 

No. 2 非 ASCII 文字を含む入力ファイル名の制限 

【内  容】 パスを含む入力ファイル名の中に非 ASCII 文字注 が含まれている場合に，-Xpass_source を指

定すると，下記の 1.～2. のいずれかになります。 

1.  アセンブラ・ソース・ファイル中にコメントとして出力される C ソース行が不正となる 

2.  E0592018 エラーとなる 

E0592018:リスト・ファイル "file" のオープンに失敗しました。 

（注）日本語版 OS では，非 ASCII 文字として 2 バイト文字および半角カタカナが該当します。

【回避策】 パスを含むファイル名に，非 ASCII 文字を含まないように変更してください。 
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